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第24回通常総会を開催しました。

居住者募集中　 2名　電話番号 0466－46－4976

5月29日(日)、COCO湘南台において、第24回通常総会を開催しました。
本年度も昨年度と同様に新型コロナウイルス感染防止対策を行い、総会を進めました。
正会員数32人中、本人出席17人、委任状出席15人の32人の出席がありました。
全ての議案について、賛成多数となり、可決承認されました。

4

グループリビング運営協議会の仲間の言葉「西條先生がいなかったら私たちの出会いはなかったよね」に

同感した。西條先生がつくられた COCO 湘南台をベースに多くのグループリビングが誕生し、グループリビ

ング運営協議会が立ち上げられた。それらに関係する運営者、居住者、サポーター、研究者の間に多くの

縁が生まれた。これらの縁を大切にし、お互いに知恵を出し合い、グループリビングをさらに良いものに

するように努力していきたいと思った。（な）

編集後記

編集者＊小川泰子

熊澤淑子

青木静恵

土井原奈津江

改めて考える民主主義と
生き方・住まい方

　2022年２月12日、NPO法人COCO湘南の初代理事長西條
節子さんが神のもとに旅立たれて６か月になろうとしていま
す。今も、“すぐそこに居る”ように感じるのは私だけではない
と思います。それは、西條節子さんが残された社会への問題
提起があれもこれも私たちに宿題として遺され、その解決の
必要を感じる不安な世界状況が続いているからかと思います。
　また、2022年７月10日、元財務大臣・藤井裕久氏が亡く
なられました。
　超党派の「自由民権会議＠神奈川」で藤井裕久さんとの出
会いの機会があった私は、藤井裕久さんの「戦争だけはして
はならない！」「絶対に戦争しないための政治」という強い
強いメッセージは、西條節子さんのそれと重なり、さらにそ
れに加えて、西條節子さんは…、
「だから、政治の場にもっと女性を！」「いかなる差別も許
さないいのちの平等」でした。これに感動した女性がたくさ
んいることはみなさんがよくご存じの通りです。
　その西條節子さんが立ち上げた「グループリビング」は、
実は平和と民主主義の生き方を土台にした「住まい」だった
のだと思います。
　今、私たちの社会は、地球規模での自然環境破壊と「平
和」「民主主義」の危うさに、日上生活において不安が増大
しています。しかし、そのことを解決するのは、私たち一人
ひとりの「隣人への思いを馳せる」という、ごくごく普通の
「助け・助けられる」にあるということを知っています。こ
こ、グループリビング「COCO湘南台」という小さな社会に
ある“助け・助けられる”足元の一日一日が、「平和」の起点
だと思うものです。
  “大きな行動”より、一人一人の“わたしができる支える命、
出会える笑顔”は、SOSを出し合えるつながりと「ことば」
にあると思っています。そうした日常、それが民主主義で
あること。西條節子さんの著書「高齢者グループリビング
COCO湘南台～10人10色の虹のマーチ～」を改めて読み返
しています。

ＮＰＯ法人ＣＯＣＯ湘南

理事長 小川泰子
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事業計画及び活動予算の執行に関する事
項、日常業務に関する事項等法人運営に
係る事項について以下のとおり理事会を
計１１回オンライン会議により開催し、審
議しました。

理事会の開催3

1.  定款見直しについて
2.  会計等決裁方法の見直しについて
3.  法人運営に必要な会議の設置について
4.  （仮称）市民パートナー主催の「趣味
　 の教室」への協力について
5.  会報第５４号について

1.  定款、会計規定、会計決済方法の見直
　 しについて
2.  入居契約書の見直しについて
3.  ライフサポーターの役割について
4.  緊急対応について
5.  キッチン湘南への支援金について

1.  ２０２１年度決算報告について
2.  ２０２２年度事業計画について
3.  定款変更について
4.  総会議案について

1.  決算報告について
2.  定款変更について
3.  ２０２２年度事業計画策定について

1.  収支報告について
2.  定款変更について
3.  西條節子氏ご逝去による追悼集の発刊
　 について

1.  ２０２２年度事業計画策定について
2.  追悼集について

1.  総会議案について

1.  臨時総会の開催について
2.  勤務体制の見直しについて
3.  定款見直しについて

1.  勤務体制の見直しについて
2.  下半期予算について
3.  定款変更について

1.  勤務体制の見直しについて
2.  1 階バルコニーについて

６月８日第１１５回理事会

７月８日第１１６回理事会

４月２６日第１２４回理事会

２月７日第１２１回理事会

３月７日第１２２回理事会

４月５日第１２３回理事会

５月１３日第１２５回理事会

９月９日第１１８回理事会

１０月７日第１１９回理事会

８月６日第１１７回理事会

例年、出版社、新聞社、テレビ局等各種
メディアの取材を受け入れ、ＧＬの普及啓発
を図っていましたが、新型コロナウィルス感
染防止のため受け入れができませんでした。

次世代を担う若者たちに「自立と共生」
の暮らしを学んでもらう機会となるようＣ
ＯＣＯ湘南の講師による研修を例年ＣＯ
ＣＯ湘南台で開催していましたが、新型コ
ロナウィルス感染予防のため、藤沢市立
看護専門学校に講師が出向き、GL の紹
介と講義を行いました。

GL の理解を深めてもらう目的でＧＬに興
味がある方、将来の住まいの選択肢とし
て知りたい方、設立を目指している方等を
対象に例年見学会を開催していましたが、
新型コロナウィルス感染予防のため開催
できませんでした。

ＣＯＣＯ湘南見学会6

取材・調査協力8

学生等の研修の受け入れ

９月１７日

１２月１６日

藤沢市立看護専門学校3年生 
47名 講師：土井原理事

横浜市泉区福祉保健センター
地域包括ケア推進担当  
4名 講師：土井原理事

7

湘南台統合後のライフサポーターの業務
内容の点検確認と勤務体制の見直し、緊
急時の対応確認のため、８月・９月計２
回開催しました。

８月発行・５００部印刷
配布先：正会員、賛助会員、各市民セン
ター、行政機関、関係団体等
内容：第２３回通常総会の報告特集　
新役員の紹介、居住者の彫刻作品紹介等

グループリビング（以下、「ＧＬ）に略）
の暮らしの紹介とともに法人組織や活動
に関する最新情報を提供しました。

会報第54号の発行

ホームページによる発信

ライフサポーター会議の開催

情報発信

4

5
1）

2）

新型コロナウィルス感染予防のため、
COCO 湘南台のアトリエを会場とした
サロンコンサート等の地域交流事業の開
催は困難でしたが、７月から居住者と地
域の高齢者を対象に絵画、俳句、編物な
どの「趣味の会」を市民パートナーによ
り定期的に開催するようになりました。

８/25、菅原理事を講師に迎え、介護セ
ミナーを開催しました。デンマークで介
護の仕事に携わる逸見氏にもオンライン
で参加してもらい、デンマークにおける
高齢者の住まい、介護の状況が紹介され
た後意見交換を行いました。

12/14　藤沢北消防署署員立会いのも
と、火災発生を想定した避難訓練、模擬
の通報訓練が行われた後署員による講評
がありました。

新型コロナウイルスの感染拡大により、
２/1 感染対策会議を開き、感染症予防
対策の再確認と新たに作成した対策マ
ニュアルの周知徹底を図りました。
COCO 湘南台に出入りする介護事業所
にも協力をお願いしました。また、居住
者のワクチン接種については一人一人の
接種状況を確認しました。

快適で安全な住環境を保てるよう以下の
改修工事を実施しました。
1.  ルームエアコンの更新（2 台）
2.  井戸ポンプの更新
3.  １F バルコニーの改修
4.  個室コンセントの増設

居住者による生活上の問題や行事につい
ての話し合いの場として毎月定例で開催
しました。

グループリビング入居状況

生活者の状況（３月３１日現在）

地域交流事業の開催

介護セミナーの開催

防災避難訓練の実施

感染症対策の実施

環境整備について

居住者ミーティングの開催

湘南台 備 考

２０２０年度

２０２１年度

退去

入居

平均年齢 最年長最年少

居住期間平均７年９ヶ月

2021年４月 2名

2021年10月・11月

8

8

2

2

2
1）

3）

4）

5）

6）

7）

2）

84.9 歳

名

名

名

名

90歳74歳

個人 団体 個人 団体
正会員 賛助会員

２０２０年度

２０２１年度

51

30

7

０

45

18

4

2

会員数 （３月３１日現在）1

　この度、一身上の都合による辞任届が小川泰
子理事、菅原健介理事、伊藤彰浩理事及び野
田周吾監事から提出されたことにより役員の補
充並びに任期満了による新たな役員の選出を行
ういました。
　なお、役員の役職は理事による互選で決定し
ました。

役員の辞任と選出

2022年度～2023年度

理事

理事

理事

監事

小 川 泰 子  新 任
（社福）いきいき福祉会　理事長　
COCO 湘南前理事長

菅 原 健 介  新 任
㈱ぐるんとびー代表　理学療法士　
COCO 湘南前理事

土 井 原 奈 津 江  再 任
慶應義塾大学ＳＦＣ研究所上席所員　
COCO 湘南前副理事長

野 田 周 吾  新 任
㈱湘南ビジネスマネジメント代表取締役　
COCO 湘南前監事

（敬称略）

理事長

副理事長

伊 藤 彰 浩  新任
㈱ MEDI　TRAIN 代表　理学療法士　
COCO 湘南前理事

江 野 隆 介  再 任
元知的障害者施設施設長　　　　　　　
COCO 湘南前理事

2021年度事業報告

四半世紀を経た「グループリビング　COCO 湘南台」の現状と課題を整
理し、入居者の「生き方・死に方」に寄り添いながら、事業の持続可能性
をはかります。

グループリビング COCO 湘南台の大型修繕計画について、オーナー（株
式会社湘南営繕を代理として）との協議・検討を行います。

介護保険制度が経済活動至上主義化されつつある今、2024 年度以降の高
齢福祉政策は大きく変化します。そのことを踏まえ、この先の「グループ
リビング」について社会化をはかります。

居住者 10 名を目指します。また、会員拡大に取り組みます。

21 世紀においての社会保障制度は全世代型になります。そのことを踏ま
え、NPO 法人 COCO 湘南及びグループリビング COCO 湘南台において
できる「多世代支援活動」を検討し、地域の一員としての実現をめざします。

居住者の健康と日常生活の安心について、ミーティング等で共有し、具体
的対応をはかります。

「グループリビング」の社会化を図るために再度原点を確認し、さらに、
これからの時代を見据えての話し合いを居住者及び関係者と取り組みます。

グループリビング運営協議会への参加を通じて、全国のグループリビング
等住まい事業関係者とのネットワークを構築し、時代を見据えた「住まい・
住まい方」を考え、その普及・啓発に努めます。

上記の事業活動含め、当法人の運営においては、
1.  透明性　2.  情報公開　3.  説明責任　4.  相互牽制力をもって、信頼
の構築をはかります。

地域の一員としての活動を考える場をつくり、地域交流を高めます。

広報活動

1.  地域資源とのネットワークづくり
2.  見学対応
3.  学生等の研修受け入れ

1.  これまでの会報の発行（年２回）は、2022 年度については原則中止し、
　「節子の部屋」の発行を行います。
2.  ホームページの充実をはかり、運営の透明性と社会的発信力を高めま
　 す。
3.  NPO 法人 COCO 湘南にある書籍、これまでの会報等を積極的
　 に社会発信力として活用します。
4.  取材・調査等の協力

基本方針

実施計画

（1）

（2）

2022年度NPO法人COCO湘南事業計画

１

１

2

2

3

3

5

7

8

4

6

1.  中間決算について
2.  定款変更について
3.  防災訓練について
4.  ２０２２年度事業計画策定について

１２月２日第１２０回理事会
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事業計画及び活動予算の執行に関する事
項、日常業務に関する事項等法人運営に
係る事項について以下のとおり理事会を
計１１回オンライン会議により開催し、審
議しました。

理事会の開催3

1.  定款見直しについて
2.  会計等決裁方法の見直しについて
3.  法人運営に必要な会議の設置について
4.  （仮称）市民パートナー主催の「趣味
　 の教室」への協力について
5.  会報第５４号について

1.  定款、会計規定、会計決済方法の見直
　 しについて
2.  入居契約書の見直しについて
3.  ライフサポーターの役割について
4.  緊急対応について
5.  キッチン湘南への支援金について

1.  ２０２１年度決算報告について
2.  ２０２２年度事業計画について
3.  定款変更について
4.  総会議案について

1.  決算報告について
2.  定款変更について
3.  ２０２２年度事業計画策定について

1.  収支報告について
2.  定款変更について
3.  西條節子氏ご逝去による追悼集の発刊
　 について

1.  ２０２２年度事業計画策定について
2.  追悼集について

1.  総会議案について

1.  臨時総会の開催について
2.  勤務体制の見直しについて
3.  定款見直しについて

1.  勤務体制の見直しについて
2.  下半期予算について
3.  定款変更について

1.  勤務体制の見直しについて
2.  1 階バルコニーについて

６月８日第１１５回理事会

７月８日第１１６回理事会

４月２６日第１２４回理事会

２月７日第１２１回理事会

３月７日第１２２回理事会

４月５日第１２３回理事会

５月１３日第１２５回理事会

９月９日第１１８回理事会

１０月７日第１１９回理事会

８月６日第１１７回理事会

例年、出版社、新聞社、テレビ局等各種
メディアの取材を受け入れ、ＧＬの普及啓発
を図っていましたが、新型コロナウィルス感
染防止のため受け入れができませんでした。

次世代を担う若者たちに「自立と共生」
の暮らしを学んでもらう機会となるようＣ
ＯＣＯ湘南の講師による研修を例年ＣＯ
ＣＯ湘南台で開催していましたが、新型コ
ロナウィルス感染予防のため、藤沢市立
看護専門学校に講師が出向き、GL の紹
介と講義を行いました。

GL の理解を深めてもらう目的でＧＬに興
味がある方、将来の住まいの選択肢とし
て知りたい方、設立を目指している方等を
対象に例年見学会を開催していましたが、
新型コロナウィルス感染予防のため開催
できませんでした。

ＣＯＣＯ湘南見学会6

取材・調査協力8

学生等の研修の受け入れ

９月１７日

１２月１６日

藤沢市立看護専門学校3年生 
47名 講師：土井原理事

横浜市泉区福祉保健センター
地域包括ケア推進担当  
4名 講師：土井原理事

7

湘南台統合後のライフサポーターの業務
内容の点検確認と勤務体制の見直し、緊
急時の対応確認のため、８月・９月計２
回開催しました。

８月発行・５００部印刷
配布先：正会員、賛助会員、各市民セン
ター、行政機関、関係団体等
内容：第２３回通常総会の報告特集　
新役員の紹介、居住者の彫刻作品紹介等

グループリビング（以下、「ＧＬ）に略）
の暮らしの紹介とともに法人組織や活動
に関する最新情報を提供しました。

会報第54号の発行

ホームページによる発信

ライフサポーター会議の開催

情報発信
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2）

新型コロナウィルス感染予防のため、
COCO 湘南台のアトリエを会場とした
サロンコンサート等の地域交流事業の開
催は困難でしたが、７月から居住者と地
域の高齢者を対象に絵画、俳句、編物な
どの「趣味の会」を市民パートナーによ
り定期的に開催するようになりました。

８/25、菅原理事を講師に迎え、介護セ
ミナーを開催しました。デンマークで介
護の仕事に携わる逸見氏にもオンライン
で参加してもらい、デンマークにおける
高齢者の住まい、介護の状況が紹介され
た後意見交換を行いました。

12/14　藤沢北消防署署員立会いのも
と、火災発生を想定した避難訓練、模擬
の通報訓練が行われた後署員による講評
がありました。

新型コロナウイルスの感染拡大により、
２/1 感染対策会議を開き、感染症予防
対策の再確認と新たに作成した対策マ
ニュアルの周知徹底を図りました。
COCO 湘南台に出入りする介護事業所
にも協力をお願いしました。また、居住
者のワクチン接種については一人一人の
接種状況を確認しました。

快適で安全な住環境を保てるよう以下の
改修工事を実施しました。
1.  ルームエアコンの更新（2 台）
2.  井戸ポンプの更新
3.  １F バルコニーの改修
4.  個室コンセントの増設

居住者による生活上の問題や行事につい
ての話し合いの場として毎月定例で開催
しました。

グループリビング入居状況

生活者の状況（３月３１日現在）

地域交流事業の開催

介護セミナーの開催

防災避難訓練の実施

感染症対策の実施

環境整備について

居住者ミーティングの開催

湘南台 備 考

２０２０年度

２０２１年度

退去

入居

平均年齢 最年長最年少

居住期間平均７年９ヶ月

2021年４月 2名

2021年10月・11月

8

8

2

2

2
1）

3）

4）

5）

6）

7）

2）

84.9 歳

名

名

名

名

90歳74歳

個人 団体 個人 団体
正会員 賛助会員

２０２０年度

２０２１年度

51

30

7

０

45

18

4

2

会員数 （３月３１日現在）1

　この度、一身上の都合による辞任届が小川泰
子理事、菅原健介理事、伊藤彰浩理事及び野
田周吾監事から提出されたことにより役員の補
充並びに任期満了による新たな役員の選出を行
ういました。
　なお、役員の役職は理事による互選で決定し
ました。

役員の辞任と選出

2022年度～2023年度

理事

理事

理事

監事

小 川 泰 子  新 任
（社福）いきいき福祉会　理事長　
COCO 湘南前理事長

菅 原 健 介  新 任
㈱ぐるんとびー代表　理学療法士　
COCO 湘南前理事

土 井 原 奈 津 江  再 任
慶應義塾大学ＳＦＣ研究所上席所員　
COCO 湘南前副理事長

野 田 周 吾  新 任
㈱湘南ビジネスマネジメント代表取締役　
COCO 湘南前監事

（敬称略）

理事長

副理事長

伊 藤 彰 浩  新任
㈱ MEDI　TRAIN 代表　理学療法士　
COCO 湘南前理事

江 野 隆 介  再 任
元知的障害者施設施設長　　　　　　　
COCO 湘南前理事

2021年度事業報告

四半世紀を経た「グループリビング　COCO 湘南台」の現状と課題を整
理し、入居者の「生き方・死に方」に寄り添いながら、事業の持続可能性
をはかります。

グループリビング COCO 湘南台の大型修繕計画について、オーナー（株
式会社湘南営繕を代理として）との協議・検討を行います。

介護保険制度が経済活動至上主義化されつつある今、2024 年度以降の高
齢福祉政策は大きく変化します。そのことを踏まえ、この先の「グループ
リビング」について社会化をはかります。

居住者 10 名を目指します。また、会員拡大に取り組みます。

21 世紀においての社会保障制度は全世代型になります。そのことを踏ま
え、NPO 法人 COCO 湘南及びグループリビング COCO 湘南台において
できる「多世代支援活動」を検討し、地域の一員としての実現をめざします。

居住者の健康と日常生活の安心について、ミーティング等で共有し、具体
的対応をはかります。

「グループリビング」の社会化を図るために再度原点を確認し、さらに、
これからの時代を見据えての話し合いを居住者及び関係者と取り組みます。

グループリビング運営協議会への参加を通じて、全国のグループリビング
等住まい事業関係者とのネットワークを構築し、時代を見据えた「住まい・
住まい方」を考え、その普及・啓発に努めます。

上記の事業活動含め、当法人の運営においては、
1.  透明性　2.  情報公開　3.  説明責任　4.  相互牽制力をもって、信頼
の構築をはかります。

地域の一員としての活動を考える場をつくり、地域交流を高めます。

広報活動

1.  地域資源とのネットワークづくり
2.  見学対応
3.  学生等の研修受け入れ

1.  これまでの会報の発行（年２回）は、2022 年度については原則中止し、
　「節子の部屋」の発行を行います。
2.  ホームページの充実をはかり、運営の透明性と社会的発信力を高めま
　 す。
3.  NPO 法人 COCO 湘南にある書籍、これまでの会報等を積極的
　 に社会発信力として活用します。
4.  取材・調査等の協力

基本方針

実施計画

（1）

（2）

2022年度NPO法人COCO湘南事業計画

１

１

2

2

3

3

5

7

8

4

6

1.  中間決算について
2.  定款変更について
3.  防災訓練について
4.  ２０２２年度事業計画策定について

１２月２日第１２０回理事会
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第24回通常総会を開催しました。

居住者募集中　 2名　電話番号 0466－46－4976

5月29日(日)、COCO湘南台において、第24回通常総会を開催しました。
本年度も昨年度と同様に新型コロナウイルス感染防止対策を行い、総会を進めました。
正会員数32人中、本人出席17人、委任状出席15人の32人の出席がありました。
全ての議案について、賛成多数となり、可決承認されました。

4

グループリビング運営協議会の仲間の言葉「西條先生がいなかったら私たちの出会いはなかったよね」に

同感した。西條先生がつくられた COCO 湘南台をベースに多くのグループリビングが誕生し、グループリビ

ング運営協議会が立ち上げられた。それらに関係する運営者、居住者、サポーター、研究者の間に多くの

縁が生まれた。これらの縁を大切にし、お互いに知恵を出し合い、グループリビングをさらに良いものに

するように努力していきたいと思った。（な）

編集後記

編集者＊小川泰子

熊澤淑子

青木静恵

土井原奈津江

改めて考える民主主義と
生き方・住まい方

　2022年２月12日、NPO法人COCO湘南の初代理事長西條
節子さんが神のもとに旅立たれて６か月になろうとしていま
す。今も、“すぐそこに居る”ように感じるのは私だけではない
と思います。それは、西條節子さんが残された社会への問題
提起があれもこれも私たちに宿題として遺され、その解決の
必要を感じる不安な世界状況が続いているからかと思います。
　また、2022年７月10日、元財務大臣・藤井裕久氏が亡く
なられました。
　超党派の「自由民権会議＠神奈川」で藤井裕久さんとの出
会いの機会があった私は、藤井裕久さんの「戦争だけはして
はならない！」「絶対に戦争しないための政治」という強い
強いメッセージは、西條節子さんのそれと重なり、さらにそ
れに加えて、西條節子さんは…、
「だから、政治の場にもっと女性を！」「いかなる差別も許
さないいのちの平等」でした。これに感動した女性がたくさ
んいることはみなさんがよくご存じの通りです。
　その西條節子さんが立ち上げた「グループリビング」は、
実は平和と民主主義の生き方を土台にした「住まい」だった
のだと思います。
　今、私たちの社会は、地球規模での自然環境破壊と「平
和」「民主主義」の危うさに、日上生活において不安が増大
しています。しかし、そのことを解決するのは、私たち一人
ひとりの「隣人への思いを馳せる」という、ごくごく普通の
「助け・助けられる」にあるということを知っています。こ
こ、グループリビング「COCO湘南台」という小さな社会に
ある“助け・助けられる”足元の一日一日が、「平和」の起点
だと思うものです。
  “大きな行動”より、一人一人の“わたしができる支える命、
出会える笑顔”は、SOSを出し合えるつながりと「ことば」
にあると思っています。そうした日常、それが民主主義で
あること。西條節子さんの著書「高齢者グループリビング
COCO湘南台～10人10色の虹のマーチ～」を改めて読み返
しています。

ＮＰＯ法人ＣＯＣＯ湘南

理事長 小川泰子


